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序 研究史の整理と課題設定

ロシア革命を経た1920年代には，ロシア農民革命の把握に関して，草

創期のソヴェト・マルクス主義歴史学と亡命エス・エル系の研究が対抗

していた。エス・エル系の研究で、は，インテリゲンツィアの人民大衆か

らの訴離と政治的敗北に深い衝撃を受け，共同体の役割とそこにおける

農民意識に対する強い関心が持続されていた。 K.カチョロフスキーは，

共同体に依る農民が農村への資本主義の浸透を阻止しつつ， I農民の集

産的民主主義」を錬成してきたとし， ミールのスホートが農民革命の拠

点として，又，農民の民主主義の拠点としてボリシェヴイズムにさえ対

抗しうるものと確認していた。そして，彼は，インテリゲンツィアが革

命過程において農民のこの性格を把握できなかった点に，エス・エルの

政治的敗北を求め，民主主義の拠点としてのミールの蘇生とインテリゲ

ンツィアの「勤労階級としての」それへの自己変革に新たな期待を託し
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ていたo B. !レ…ドネフにあっては，農民のスチヒーャ (CTHXHf!)の能

動的・積極的投裂と，ボリ宇/品グィキ農政から自主的な議誌の共同体的

スチヒ…ヤの発現が確認され， この fスラトヒーヤの力J~ニ「珪性の力J

りある結合のなかに，ナロード品々思惑の革命後の新たな回生と
(j) 

されてい

ソ連層内では，実註的研究がすでに農民家命における共用体の積極的

役割を確認していたが， 20年代のソヴェト・ q ノl--グス主義は革命揺にお

ける共間体の役割と農誌の意識に冷淡であった。擁・村共肉体に依拠し

怒れた籍委員会会はじめとする種々の委員会は，儲々の農民騒援

における役欝は指摘されても，全体として，県・郡レヴェルの臨時i政府

地方行政機関に従議する「ブノレジ担ワE主主主義的権力機関j とされ，共

弱体は挙に， r資本主義以前の身分的農民組識の遺物」と扱われていた。

又， 内在的分析が志向されず， rスチヒーヤ総J(CTHXHHHO-

CTb)と「組織性j のじま分を一つの指譲として， 農民議畿の性格と

のi時期草分が説明された。スタ…リン体昔話下では，史料刊行が著しく限

されるとともに， rvーニンとスターリンの党J~ζ指導されたボ翌シェ
グィキの議議選湾領・農業正文策と予定謁和的に幾民運童書が描かれた。 20年

代研究の枠組を継承しつつ， r組織性j と「意識性」に力点、が置かれ，
る fスチヒーヤ性jは，苔定的仁扱われるとともにs し

ばしば，クラークや協鵠派社会主義務に結びつけて説明された。スター

リン批判後，ロシア革命40路年さと契機として，多くの史料集が鱗纂さ

れ， 1917年の農民運動に闘する研究も大きく進展した。 しかし， それ

は， 20年代に穆成され，スター Fン体総下で劃定化した研究枠組からの

説記の還を摸索している設認にある。人民の「創造性J(TBOp唆穿守的〉

の関点から，変革期における人民の諸連動を穣機的，多面的にと

そうとする 向も，党の指導詮の下での「組織性j と の

している。 1920年代の共i有体の欝究?二ス・品ノレ欝究も復活

進展し，農民の社会意識の研究分野もi様々の蒙材と方法な伴って寄れつ

つあるが，共同体における農民の社会意識の丹在的分析，共同体の
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性と変革期における役器・機能の分野では，研究はみるべき成果なあげ、

ていない。

欧米勺は， 1920年代以鋒， 公刊史料擦に基づいて実証的研究がわ

れ， ソヴ品ト史学と異なる論点が提出されているO そこでは，村・郷次

元の伝統的なスホ…トに依る農民の動向がたどられ，

し ;iミザシ z ヴィキ…， さらに品ス・ニニノレについてさえ，何らか

いとされる。また，農民の社会意識が共持

との関連で、設及されるが，変革期における意識の内夜約分析に交で、は

及んでいなし、。ぞれ拭，欽米の研究主題が，都市中心に進められた近代

化(工業化〉に伴う都市と農村の議霊祭と，都市労働者に依拠したポリシ

ェグィキーの政治革命と伝畿に依り近代化に抵主えする

対抗た指摘し，読者の勝利， よる「ブロレタヲアート独裁」

の成立すk説明することにあるためで、あり，民衆の動向は「プナー々-J

なものとして播かれる鶴向がある。

日本では， 70年代に，農民革命が村・郷の共i弓体総織に依拠してなさ

れ，総割替拡よって共i苛体が後活・強化されたと確認された。

求に践しては， r土地劉宿生jのそれであるより， f土地は神によって議
られ，維のものでもないJという農民の法統的社会意議会皮設した「土

地社会要求であるとされたり，雇役制約農業議議の解明に引き

られ分析されてきたハ和田氏は，星雲患のユートピア さぐ

ることにより，さらに漆く 内閣世界へi取った。しかし， 日

と第一次ロシア革命により，ツア-!J信仰と n主るかなくにjのニ丸一ト
ピアが終了し，農民はその後2 共持体のぷ丸一トピアさと育んだという点に

は開題があり，また，共同体のユートピアが，共同体で継承・形成され

てきた農誌の社会怒識の具体的分析な通しては明らかtこされていなし!?〉

龍ガ，村・鰐次元で終関する農民騒畿や， J感・郡レグ工

会，地方権力機関の動向が，中央政府の操業致築とも関漉させて，結五

規定的・構造的に据えられることがなく，カザン，ベンそF¥ 予ャザン，

タムボブなど急議諸県と錨々の葉氏騒擾の等部が，儒望日的に農民連畿と

同
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して鍔示・紹介されるに縁っている。

以上のように， 20年代にι ス・よr:.Jレ系研究者らによって苦い想い合こ

めて提出された農民の fスチヒ…ヤ」の問題は十分に研究対象として消

北されてこなかった。 そのことは，農民の自律的な社会意識が「勤労療

援jとかツアーリ信仰の{磁器で部分的に言及されるにとどまり，村・

の共同体役界での幾民「スチヒーヤjの発現過程が全体的に分析される

のを題げ，さらに農長本命展開の機造を村・鍔ー然・郡一中央政府の各

レヴェノレで相支競走的にとらえる護点が欠落することと関連じでし、たと

いえる。本稿では，中央農業域苦手と治ヴォルガ地帯の12燥を中心にーこ

こは1917日 18年の幾民革命の拠点地域である一， 1917年 3-7月

とし，第ーに，県・郡レヴ工/しの農民大会が協調体髄下で、

醸成したラヂ窟・緊張関係な構造的にとらえ，第二に，この緊張・

基ま的推進力として，綴・村共肉体のi設界で畏鑓した農民の「スチヒー

ヤjを，農民の結衆の場，行動の様式とリズム，農民の変革期における

じて努らかにすおことを諜題Jニナる。

設

(1) K. P. K呂可OpOBCK羽詰， Kp号CTbflHCTBO政 UHT号瓦双reHI¥Hfl，<<COBpe続企笠廷波宮

3anHC在日))， V， 1921， 日apUlK;Ero lKを， OOW;UHb! B P号話。JllOI¥UUH KOHTp-

P吉田OJlIOHH，<<BOJlfl POCCHH>>， 1924， NQ 18-19， npara; K. 1え.Kachorovsky， 

“1、heRussian Land Commune in History and To-day，" The Slavonic 

Review， vol. III. no. 21 (March， 1929); B. PY)l，lleB， OKO立o 3eMλH， 

<<COBP日奴告HHble3設llHCKH>>，XVIII， 1924， n説P滋lK.

(2 i B. KをJlJlをP 政 I1. POMaHe滋狂0，nをpBhleHTorH arp皐P臼0誼 pe<:topM臼，

BopOHelK， 1922. 

(3) C. M. ，n;YOPOBCK区立， Kp告CTb耳目CKHeopr設経夜3吾郎1M B 1917 r.， <<日誌

arpapHOMやpO廷T配))， 1927，泌 10，c. 54; M. KyoaHuH， K HむTOpUHOKTlIOP毘

器瓦epeBHe，<<I1CTO伊豆糊PKCHCT))，ぬ28，1漁7，c. 18， 29; 20冬 f-'i;0つマ

ノレタス決議案史学では，農民i議室誇における共同体の役裂について鍛々の言及はみら

れるが， t室事室長さえ主主主翠づけな伴うカ淡品舎に言葉づけられず，突誌の凝議する限りで

の滋綴にとどまっている。I1.BepMeHH可官話， Arp設pHoe )l，BU)I{eHH悲話 1917

roぷy，<<Ha詩rp控P廷OMφpOHT官吾妻 1926，N品2，c. 60. シぉスタコ…ブが村*
議事スホート寸ご採択されるプヲブゲグォーんに農民要完投が反映されていると3善策ずる
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のもその限りにおい、てであるc A. B. II!日口TaKOB，HIO，1!bCK詰e，!lHl! B ，!l記peBお母

(1917 r.)， <<ロpO:立合TapCKa耳P日日OJlIO京経扮， 1927，ぬ 7，c. 45， 61. 

(4) この「緩議後」一「スチヒーヤ後J の筏ぶから，差是民逐雲寺~ r綴識的Jopra-
沼郡抑制HbI首，… r~愛媛約J pa3rpOMHbl誼，あるいは「平和的JMHpHbI員一「占

拠的J3aXBaTm五註 と対震設・識別する形態区王子法， この形態広三子まきを援胤しつ

つ，遼護主役3月， 4 7 JL 8Jl， 9-10月の四つに分ける時期区分法が， 20匁

代後半に総支とした。H.BepMeHH可eB，y五星3・CTaTb5!， C. 46， 5シ4;M. H. 

OOKpOBεK滋設， 51. A. 兄KOBJI悲話 (rrO丘 pe，lI.)， KpecTb克HC託oe瓦詰H1Ke日現在お

お17ro瓦y，M.-江.， 1927， c.XIII. 

(5) スターヲン手本昔話下では『念ソ漆委主共産党小数叙~ ，こ建主総い農民漆動に

対するぎまとソヴ品ト関芸誌のお君事笠が喜義務され， 長是民主事長告における「スチヒーヤ

数 jが喜子史的に談われ，研究の対象は淡尽ソグエ£トにl匂けられ，キす・警警のス辻、

ト会中心とする共均体の世界へは関心ぷ主主われなかった。 者Bopb6a3a 3eMJlIO 

B 1917 r.>>， ((KpaCHbl丸 apx接話>>， 1936， T. 78 (1もの， c. 85-7; E. A. J1yu開設，

K HCTOpBl! K部中間KaI¥HH 川町民間協X HMeHl!註 B 1917-1918 rroJ(ax， 

<<113B日とTH克 AK器具eMl!l!HayK CCCP)>， T. 5， l¥fQ 6 (1鈍8)，c. 503-4; ero 1K号，

Rεp忠広告Jl3eMλおおεむ廷。設 1918rO，!la， <<113B珪CT蕊克 AKa且eMHHHay豆 CCCPi)，

T. 6， 1'& 3く1似合)， c.228， 244-5; T. A. P菅島，leSOBa，Co艶 TbIKpeCTb5!HCKHX 

，lIenyTaToB B 1917 r.， <<11CTOPl!可ec詫He3anHCKH)>， T， 32， M.， 1950，ふ 3-4，7. 

(6) lO. C. TOKap邑B，HapO，lIHOe ロpa詰OTBOp可eCTBO HaKaHy詫告 B企Z区民0賞

OKT究6PbCKO詰 COU・P陸自. (MapT-Ql王T買6pb1917 r.)， M.-J1勺 1965， c.11.-18， 

105山 112.

く7) H.M. C蕊Jla桂昌a，K xapaKTεpUCTHKξ ，!lOKyMeHToB CεJlbCKHX KOMl!T色TOB

絡む号J1bCKHXCX，llOB (1917 r.)， CO. cTaTen <<OKT克6pbB OOBOJl1Kbe H Op蕊-

ypao'lbe>>， Ka3a豆b，1号72;ぷ.C. C母K滋P沼豆CKぉ鼓， 11CTO可Hl!Kl! rro 立CTOpHl!

ゆOp抑 pO路綿貫 KJlaCCOBOro む03HaHH耳即日CTbHHCT賠 B KOHue XIX一

区註可註JleXXB. l! MeTO，lIbl 務X rpynrmpoB瓦路 (00 MaTepl!aJ!aM T註BP沼司告"

CKO説 ry6ep絞筑波)， c6. CTaTe設 <<COB号TCKa5!HCTOpl!orrp設今夜克 arpapHO品

目CTOp滋経 CCCP(，llo 1917r.)>>， KHIIIH号百， 1978・B.H.M琵pO日OB，B耳災5!H沼邑

KperrOCTHoro rrpa話aHa OT廷0111巴Hl!e pycc狂oroKpeCTb5lHCT器aK Tpy，!ly， 

TaM 1Ke; O. 51. MHpOlllHH可eH豆0，口OCJlO君臨Ubll! rrorOBopKl主KaKHCTO可HHK

rro l!むTOpHHC03Ha刻H5I 託P告企TbHHCTBa rrepHoAa Kpl!;宮廷ca KP日nOCTHH司君a

CT問， TaM 1K記. Lかし， 1917若手の農E宅途警きの分野では， ~部執行委員会令プノレジ

ヨワ氏主主主総長ヲな臨時政府の下慾機関とずる見解党批判し，下級差是民務機関を会・

中長撃の科書令反映していたξする動向もmわれ， 主主主と透動の形慾寺燃区分で
も， 20年代以来の定説への批判と交交が主主じつつある。 A.M. A廷ct滋MOB，T. 

B. OCHrroBa， 11CTopHorpa争認可ec詫減配 HTor日目 3a立制践 H3y可問H5IHCTOp烈 1
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POCC限設CKoroKp色色Tb尭廷CT詰証ロepHo，a;aHMII告pHaJI沼3Ma，TaM i程在， c.9ω10， 

12-13. また，幾奴解放葉11， 口シアネ命以前の幾民の役会主主議， 芸名肉体に関する

すぐれた研究成楽もmれ始めた。 r.A. KaBTapa，a;3日， K 民CTOp廷豆誌P邑CTb5l-
Eξ瓦OrOCaMOCa:lHaHH毘 II号pHo，a;apeゆOpMbl1861 r吋 <<BeCTHHKJI告滋お蕊rp皐唱

えCKoroy滋波野記pc廷TeTa>>，1部号， N主14:ん M.Arr中HMOB，π.H. 3blpilHO話，
H控KOTopble司邑pTbl3BOJJIOl.¥HH pyCCKO詮Kp母CTb5lHCKO首06lIl，HHblB nop日畑

中Op1若松筑波員 nepHo，a;(1861-1914 rr.)， <<I1cTOPH豆 CCCP>>，1980，ぬ 4.

(8) L. A. Owe設，“1'h日 RussianAgrarian Revolution of 1917 "， The 

Slavonic and East Eurotean Review， vol. XII， M 34 (July 1933)， pp. 

162， 374-5. 

く9) Ibid.， pp. 158，370; D. Mitrany， Marx against the Peasant. A Study 

in Social Dogmatism， Chapel Hill， 1951， pp. 248-9 (ミ トラニイ， 告守主義自滋

訳『マノレ F スと農民一社会発燥に関するお提の研究ー』淡欲火学技j~託会 昭不信31

年 236吋 8頁 主主(87)J しかし，幾叙解放綴の農民のまt4注意識に隠しては，ツ

アー手鈴仰をや心にすぐれた研究会うる。1'.Emmons，“The Peasant and 

the Emancip註tion，"in W. S. Vucinich ed.， The Peasant i匁 Ni持eteenth-

C側 turyRussia， Stanford， 1968 ; D. Field， Rebels in the Name 01 the 

Tsar， Boston， 1976. 

(10) 欧米の研究を交いている「独裁」への関心は， i二議本命J~こ議事患の粋君主合三位

めている。そこでは，官僚約主主患家紋詰誌に対抗する fアナーキ Jな人民議選筆致

が，ポザシェグィキーを総力ににつけ，逆におからがfJ'jJ肢と統f憾の対象と dれる

ことによって， よち重量級な雪僚合I:j隣家経議会2さ色れたとされるのマをあるo F. Bo-

rk在nau，“St証teand Revolution in the Paris Commune， the Russian 

Revolution and the Spanish Civil玖TarぺSociologicalReview， 2告(1937)，
p楚 67:弘 Mitrany，op. <:Itリ pp.57，66 (邦訳鈴， 102J幻 J.L. H. Keep， 

The Russian Revolution. A Stndy in Mass Mobilization， London， 1976， 

p. X. 

(11) 僚間三者一『開シア革命、とミーノレ委主肉体Jl(1971年 議事茶の水害撃綴)とりわけ第

三家「ロシア存立命とミーノレ共同体(I917~ぬ25年)J; 炎尾 久z口シア十月革命
の級交Ji(社会煙、想社玲持率)62， 238， 243頁。

(12) 後尾 向上 411 4頁;保関 向上 289，320;変;il1 F"I椅子「戸シア十月革命

と f土地会主主化法ム f津E百薬品大学紀害警J第§号(1977竿3JD
ナカ-~

(13) 日際問書事真「口シアの「幾尽のま設令」についてj 縫;s議室朔綴『土地公有の災

的研究.~ (御茶のズ主審房 1978年〉務絞。

く14) 季初m春樹『意義民革命の役界 ι セーニンとマフノiく策大l:!H友会 1978年)254 
-330J't。なお，和田氏はレーニニ γの党・大栄論， 長義議長選寄綴， 毒主命権カ議討を「ス

チヒーヤJと f意識jの問題視角から犯え蜜そうとする大阪な試みも行ってい
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開シア幾民主事命の苦主界

る。私邸宅禁事録綴 世界の，際、主要、議定22Iiレー ιγ~ (平凡社 1977年)pp. 12-13. 

78-9‘ 

。め ただし，島E言及は， カザン県久パスタ議告を例にとり， 約，警察， 9芸・君s.ill額放

争議ブJのレヴ z ノレでの長義氏支事命の展開プ日セス会害警造的にとらえようとした。島問

級交「カザγF喜久パスタ務における淡民選動の渓喜喜一段17ip3月-lOjj-J If開

シア交研究~ 1974， No. 22. 

工農村の能動

ロシアの第一次大戦への参戦は，農村に決して平穂をもたらしは

しなかった。幾民は地主に対して土地占拠，家藤放牧・踏害，森林盗誌

などを行い，共再体からのブートノレ，オートルプの分離に捺く援抗し続

けるとともに戦時経済がもたらした工業製品・日用雑貨の高縫に，議

や搬入への攻撃でこたえ，農産物の悶定髄格穏には穀物{供出を減少さ後

ることで対忘していた。戦時下における農民騒J懸念はじめ種々

日常生活のなかで，農民は共同徐において綴滋して来た伝続的な社会意

識を戦時状況に新たに対させつつ保持していた。

1917年 2月末の首都の本命は3月には地方都市に波及し，さら

部へ革命の知らせが伝っていった。農民は革命の知ら伎に接し，

地域での「王務的J13之動と騒ナ憂きと除払首都および地方都市の 2 3月

革命を受容し，問時に設らの意識に歴史的に鱒いついてきたツアーリ信

停を拭い去った。メレヒノ諮(クーノレスグ燥〉では鵜長らにより鶏スホ

ートが召集され，郷伎は1905年が再来し，卒命家と喜革委し殺が再びあら

る噂'dを流し，ツアー pを取り替えようとしていると警告し，農民にツ

アーす U、外のどのような権力も認めないというブリガグォーんの作成を

喪案した。しかし，農民はそのようなプリコゲヴォーノレに署名するのを竣

拒したのである。農民は「今やツアー川料、ない，事態は別である，自

らむやみに悪いことが怒こらないように気をつけねばならないj と

し， 1可か巨大なことがなされたと感じつつ，

を求ゐて動き始めたので、ある。

- 9 時
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北大文学部紀要

農村への卒命の波及は，農民に明らさまに旧体制を想起させる人物を

農村から排除する一連の突発的な激化騒擾を伴った。大地主オルローフ・

ダヴィードフ伯の所領総監理人は 3月26日付の覚え書きで， 1"国家的

変革の知らせが農民の聞に次のような強い興奮を引き起こしたのは驚く

にあたらない」と述べ， 警察署， 農場警備人が襲われ， 武器の捜索が

なされ，郷では到着した「代議員」の加ったスホートが所領管理人と林

務官などの排除と，農民が指定した人物との交替を要求した，と伝えて

いる。ブラェヴォ村(ベンザ県〉では， 3月10日の農民集会は，ある近隣

地主を「最も熱烈な農奴主で，数十年にわたって我々を抑圧してきた我

が村農民の虐待者」であり， 1"熱烈な王政主義者，反動家，貴族団長」で

あるとして，彼の逮捕・裁判を満場一致で求めていた。農民は近隣の地

主，地主領管理人，地方司政官， 警察署， 森番などを「旧体制支持者」

として，彼らの世界から排除する動きに出たのである。

また，農民は村・郷スホートに結衆しつつ，村長，郷長などの改選・

交替を行い，様々の名称の委員会を組織し，共同体自治機構を改変し，

白からの革命の課題を表明した。アグラフェユナ・プストウィニ村(リ

ヤザン県〉の3月19日の農民総会では，首都の革命について知らされ，

憲法制定議会の召集と民主共和国の樹立，全ての土地，工場，自由の人

民への移譲を要求するとともに， 10人から成る村執行委員会を選出し

た。フレノヴォエ村(ヴォローネシ県〉の「共同体執行委員会」の「我

が綱領」は，全ての私有地，国有林の「ブレノヴォエ共同体の財産」へ

の移譲を掲げ，憲法制定議会がこの要求を実現し，全ての官吏を廃し，

「共同体財産」からの収入で，共同体が全ての行政を白からに引き受け

ると表明した。

同時に，農民は三月の雪解けと春の農作業の準備に促されて，在地で

の具体的な土地=労働関係の規制にとりかかった。ムラエヴニャ郷(リ

ヤザン県〉の臨時執行委員会は 3月30日に，差し迫る夏畑播種を前

に，近隣地主から 1デシャチナ 5ループリで借地すると決定した。し

かし， 地主との自発的協定が成立しえないことを考麗し， 1"地主から必

- 10 -



ロシア農民革命の世界

要な土地を没収し，それを白からの裁量で管理する，即ち，委員会が没

収した土地を農民に均等に分配する」と確認した。ルスコエ・マスキノ

村(ベンザ県〉の 4月6日の村スホートは，そのプリガヴオールによれ

ば， r近隣の地主達から土地を得ることにより，我々の土地面積を拡大す

ること」を審議したし，アナスタソヴォ郷委員会(シムピノレスク県〕は

近隣地主との借地料に関して， r地方的諸条件から公正な価格を定め，

地主の意志に反して播種を行う」と決定した。ボゴリュボフカ郷(サマ

ーラ県〉の郷委員会は 4月16日の郷スホートのプリガヴォーノレに依拠

し，近隣地主に地目，地積，借地料を定め，郷内各村へ土地を強制的に

貸し出すことを迫った。ボルトスルマン郷(シムピ、ルスク県〉の郷委員

会は捕虜労働の使用禁止と地方農民の雇用を求めつつ，四月期の農作業

雇用条件として，八時間労働で農夫4ループム農婦2ループリと日雇

い報酬額を定めた。

農村への革命の波及は，様々の分野で農村の社会秩序に変動をもたら

い地方の地主層，行政機関に大きな脅威を与えるものであった。サマ

ラ県の地主 B.日.オルローフ・ヂェニーソフ伯は内相宛書翰で， 自分

の所領が「農民の制圧下にありJ，農民が暴行を働き，使用人が逃散し

たと伝え， r浪籍者」の逮捕，略奪物の返還，秩序の回復とともに， r新

体制の下でも，他人の所有を尊重し，白からの物質的状態の改善を立法

機関へ期待しなければならない」と地方当局が農民に説明することを求

めたο サラトフ県の地主達は法相へ， rサラトフ県は緊迫した時機に遭

遇している，多くの地域で，新たに形成された村・郷委員会が不法な決

定を作成し，それに基づき勝手に地主，オートルプ農の夏畑播種に準備

された土地を占拠し，役畜・農具を自分達で分けながら没収している，

所領から捕虜を排除し，彼らを白からの仕事にあて，地方住民を脅し，

地主に雇われるのを禁止している」と伝え， r気偉な」逮捕， r不法な」

住居侵入， r乱暴な」捜索などの暴行へ対抗措置がとられなければ， rま

もなく県全体がアナーキーにとらえられるだろう」と強い危慎と警告を

発していた。地方当局も同じ危機感に捉えられていたコ

- 11 -



以上のように，首都の革命が農村へ設及していく過謹で，農民は彼ら

の意識に纏い濃いていたツァ-9信仰を拭い去り，持・郷スホ…トに結

しつつ，様々な名称の下に村・郷レヴェんで委員会を組織し，

体制」の体現者を彼らの世界から務絵し始め，

して，土地=労働関係の規制に向った。鶏村共同体の

世界で，

に鋭L

「スチビ--i" Jが動き出し，

設

(1) 選挙戦後?こ差是きすで総長野した受il'l心もお虫:tiと1危燥を与えるもの mなあり， 農村で流

耳害した護ゑ会話，故郷へ歩道てた/:!:¥征兵二iつの手紙において， また，淡村での種々の

豪華療のなかで，土地への護主主皇女中核とする差是E誌の伝統治社会主主識がみられるぷ，

これは戦時下にあっていくらか変緩している。委主総へのE懸賞として， ツアーリに

よって土地分与がなされるという期待主人 ドイツ人の土地の分溺や泊三史わ利敏行

為という観念と総びつき意識されていた。 A. M. AおやII滋OB (peJl.)， 

むTb琵HCKoe JlBlIiKeHlIe B POCCIIII B ro瓦bI rrep君。:!¥ ~連日pOBO員 BO義HbI.

C60PHliK JlOKyM印 TO毘湾総TepHa.nOB，M吋 1合65.MK. .N2 .N2 16， 19， 48， 49. 

55. 66， 68， 85， 119，134， 137， 154， 200， 215， 222. 239， 245， rrpぉM.18， 159. 

く2) n. POM皐授。翠， MapT-Ma説 1917 r. 歪Kp書記紅b1tlapx刻B)>，T. XV， 1926， c. 
33-5. 

(3) <<Bopboa 3a yCTaHoB.neHHe II ynpo'!eHII邑 COB告すむKO註 BJJaCTII B Ky-

PむKO註 ryoepHIIII>>，c60pおHK且oKyMe日TOBH 認証T母plIaJJOB，KypなK，1957 

<<KYPCK>> と露き記]， 1治 12.c. 10-11. 

(4) <<KpacHbI金量pXHB>>，T. XV， 1926. c. 34-5， 悶会臨草寺三空気会tこ{付設された

地方途絡議sIま， 3 -5月期の地方普守勢を「ロシアの変役はヅア{世 にき愛葎を抱い

ておち，アア…習なしでは“集ぎていけなL、"という広くいきわたった鈴ゑは，

差是廷がそれ往くして“生きていくことができなかっfど'寺普なしで生きていくと遼

解したとき，一致した惑と)(と安堵の息吹き?をもって，切らかに斥けられたjと抱

怒していた。 TaMiK記， c. 35. だが J t雪議sの二月革命およびその後方への波及

過綴マ，民衆の歴史的なツアーリ信仰は蓄をしてストレートに毛筆J.1;iι?隠滅したので

はない。二二汚卒命期以降，ペト日グラート労兵 ')7ニトヘ送られた「とりわけ怠

げられた慾淡な住民j語」 のそ子事えでは， i害事良なツア一言J こ白からの害警怒グコ棄事淡

が主主事きされ，一線問〉兵ゴ二;ヱ， rもし淡々に有能なく瓦を.nbHbI品〉ツアーヲを緩く共和
僚が与えられればよかろう」 とか， r数々のもとでは新しいツアーヲを裁く主毛利
闘が主主れるで通うろうJと記していたのである。 r.JI. Co60認を糸口HCbM昌 B
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戸

ITe1'porpa，ll，CKlI晶 CO翠母l' paOOQHX .H CO~，ll，a1'CKHX 立erry1'a1'oBKaK HC1'O峰

弓HHK ，ll，Jll'l H3y司郎滋克 oõm悦1'BeHHO註読む詰xo~orllll B POCClIlI B 1917 r. 

<<BcrrOMoraTe~bHhI号lIC1'OpWQeCKHε ，ll，認をU滋立~H日hI>>， coop狂lIK 1， J1.， 1968， 

C. 169-170. 

(5) <<PεBO認IOQ淡のおHoe ，ll，BHA号廷笠告お POCCHH rroc~告な話ep珪(eHH l'I caMO立宮崎

P主張器開毘>>， ，ll，OKyM叩1'hI双糊T在抑制bI，M吋 1957[以下 <<MapT>>と聖書記〕泌

総6，む.6ヲ2 この雪之え警察舎は， また， 1916年笈から農村iこ「淡然とした人心の草委

成jがみられ， 1905年突芸誌1きれなかった土泌務畿のために戦争率冬絡がまたれてい

るという燃が深海してたこと必然織している。

(6) T塁滋混ぽ， .N色 637，C，674. 

(7) 会1..H. ITOKpOBCKlI員 H 匁. A. 匁KOB~eB (rr.oぷ?合，ll，.)， Kpe巴1"h持経むKO告

兵器HAeHHeB 1917 r.ぷ0五y混在日1'bl H MaTをpHa~bI， M.…凡， 1927 (以下張氏.

)l.>>と略記)c. 10:苦Bopboa3a yCT持。詰五号認HeH yrrpoq開践をむOB邑T-eKO誼

B~aC1'lI B CUMO滋pCKO純 ry6配PH琵琶葺， む60p羽lIK 且OKy草花HTO主主 抗議a1'epHa-

JJOB， Y結綿OBC廷， 1957. [以下 <<CH蕊OHPCK>)と居容認).泌 11，c.31-2. 

( 8) <<Map1'>>，ぬ 661， c. 687. 

(9) T側諸ce，N2 658， c. 686. 

(10) TaM Ae，ぬ 681， c. 706. そのrU!.多くの対・郷スホートで採決された決議議，
ヅリガヴ宏一ノレ，ナカースの中で，農民;主{きからの革命課怒さと渓務していたo

TaM }!民泌総 628，655， 687. 

(11) T註M }混乱泌 675，c. 701. 

(12) 屯Pe日OJlIOUlI{)HHO号 ，ll，話蕊2託金流諸官 BPOCCHH話器npを耳号 1917 r.)>， ，ll，OKYMe-

ヌ1'blH Ma1'日pHaJlbI， M.， 1958 [以下苦ArrpをJlb捧と密接結J， N~ 559， c. 575. 

(13) TaM 王監e，N亀56告， c. 583. 

(14) <<口O，ll，r01'OB制限 rrp013e且ε沼誼芭怒号真誌託。負 OK1'HOpbCKQ詮 COQlIaJlHC1'H司令

CKO設 p号BO~幻ロHH B C品MapCKO量 ry6企pmill>>， えO蕊yM告殺すbIH Ma1'epHa五る，1，

Ky部 blllleB，1957，以下 <<C誼Mapa査と略総)， l'金 26，c. 49. 

(15) <<C務MOUPCK>>，N亀12，c. 32-3. 

(16) ((MapT))，泌 642，c. 676. 

(17) ((ArrpeJlb人ぬ 609，c. 613曹

(18) たとえば，サャーラ j果コミッサ…んの 3月21日付内本塁言語警察季震は， I緊;gした滋

調設が終認定、ら入ってきている j と伝え，地ブ7軍司政官，村・強ß~史人の排除，ボグ群

ムとともに，農民が覧憲法?認定議会をまたずに，選挙事こ土地没収にとりかかろうとし

ており， }改正1:'.は農作業の遂行に1窓際を抱いている，と指摘している。軍Map1'>>， ]可b

666， c. 687. 
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jじた文学部紀婆

E 農民大会

と語ヴォルガ地帯で誌，五月に:金露農民大会が聞かれる

までに， 県・郡レヴ広んで多くの農民大会が欝かれた(表I

表 1 1917年3-5月期の燥・郡農民大会一覧苦笑* (1) 

]¥7.令官

ニジごたプロド!巣幾民大会

シムピノレスク!条第一回淡民大会

歪C.K.>>可.1， c. 92四 3;(<M註PT))
rrpH基{.150; <<CaMapa>> rrpお島1.32. 

<<MapT>)ぬ 5紛 <<HlllKeropoJl.>>
c署 538.

(<CHMd務P邑K))c. 330; <<X. C.)). 
T. I. c. -251ω2 .. 

(サラトア!祭〉差是災ソ l
される ドCapaTOB)).ふ 619.

ぇνクシン郡〈トウーラ船爆民大|芯悲?む，出7;仙取ω
:r; 

]¥7.5-6 1トウ…手予義務-[m農民大会 <<TyJla)) ~も 18. c. 23; <<Arrpeλb>> 
ロpHM.128. 

]¥7.5…7 
アラトウイノレy、ク怒〈ジムピノレ，スク I
差是民大会 I <<ArrpeJlb))泌 619.

]¥7.6-7 !;タムポア隊第一思議ぬコミ会 まT証M60B))c. 367. 

]¥7 .7-10 1サラトア煤第一間然災大会 ((C. K.>)苛. 1. c. 110-3. 

]¥7.7ぺ21ベシザF謀議一回選議民大会 ((neH3韮)>N2 NQ 17. 18. 21、

N84i…怒〈サマーヲ船農民ドCaMa昨 462

]¥7.8-12 ヲヤザン!県全土会函体代表者大会 ((Anp告Jlb>)N~ 575. 

]¥7 .8-12 Iヴオロ… シ県第一関農民火会 !まC.K.>> 'i・1.c.88; <<Ma員-HIOHb>>
ぉp滋M‘143.

]¥7.18 
I /。ノ -ソ""-"'ハ〆岬いい吋ノ附ノ i<<Arrp倒的.NQ607. 

〈オリ沼 ノレj果〉
((Arrpeλh>>お量 36き;<(Op母耳》
対主 17需

一一間β誌記""ノ¥拭

]¥7.28 
トカノレスク初日(サラトブJl?<)燦.5';

((CapaToS>J> c. 621‘ 

]¥7.30 
ペトロブスク怒〈サヲトブ!然〉農民

((C皐paTOB))c. 621. 
大会

V.2 ヴェネ 務〈トウーラ際〉長議長大会 <<Ma員一日10話b))rrp波紋.150. 

ボブロア郡〈ゲオ戸ーコドシ県〉幾災 <<C‘K.))弓・1.c. 82-3. 
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ロ

(2) 

拠兵会ブミ協
刷長義郡集付日

(<4YB謹Wお毘))XQ 26. 

<<Ma説-I1IOHb))Ng 111. 

ぷ Fサノレイ郡〈カザン孫〉幾民

(<KYPCK)) c. 473. 
ソヴェト第一総会

<(日日蕊3註})J主主 35;<<Ma説山I1IOHb})
N2 112. ベンザ県第二回幾応大会V 

(<H詰>Keropo，1l.))c. 541. ニジ品ヅ開ドj果第二回長義氏火会

ベレア滋〈トウーラ県〕務…関長義氏i者TY，1a持 c.369. 
大会 1 V 

((CI1M6HpC琵葺ジムピノレスク郡長義民大会
v
v
 

<<C喜志~apa)) JI会37.
マ…ラ県第二主主義義主立大会

<<OpeJI)) c. 299. ト総書室大会ノレ系農民ソヴV 

<<MaII-HlOHb)) np蕊M.145. 

<<Ma註-HIOHb})泌 355;<<TaTapH琵浄
c.483. 

タムボア終然二図農民大会

スパスク郡〈カザン県〉農民大会

オドエフスタ滋くトウ}ラ県〉第一
寝耳幾民大会

V 

v
v
 

<<TYJla))ぬぬ 49-51.

地 39.

<<4YBaWlI克》記.391. 

ト会議

ツィヴィ予スタ郡〈カザン燃〉差是民
大会

ドミトロツ7-."郡〈オザヨ
農民大会

ノレスタ系人民ソグ

ノレ予約
<<Op告Jl})C‘5. 

本ゆ:9<:長建業地帯6Y菜z 読まヴコ示ノレガ地帯69急， ~.十沈黙のみ全対震設とした。事実上

の長義氏大会の栓裕之ピもった大会，会惑も念品ちた。典拠1畿の襲警護[lI玄求総文中の

ものと詞ーで、ある。

V. 

3-5月期に欝かれたこれらの娯都議民大会は，コニス・エル

臨時政府の戦争遂行女王支持する決議を様択し，中央での惑調

つよこ。だが体棋の成立，連立政好の形成を受け入れ，支持するも

民への

移譲を求め，議法制定議会の残集とそこでのこと地誌題の審議・解決とい

う，いわば合法的な土地誌題解決な基本的コースとしつつも，

る決議では，私的土地所有の廃止と

一連の過渡的措方築をとるこ体役界で進展している農畏騒援に対して，

15 
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ときと中央政府へ求め，かっ，在地の土地欝鍔鵠整に関する広範な権酸の

郷村委員会への蓄を伍を決恕せざるを得なかった。

Pャザン県では， 3 Jj 2513にラーネンブノレグ都の諸社会盟体執行委員

会が，夏!拐の緯訟と播種を前にして，措地問題会審議しおケ条と十j買U7

項から成る決議を採択した。この決議は，地主との「協定Jという法的

擬制の下で，器地料規制などにより，

地売買

しい1I1U販を加え，

ど， ストノレィピ さ

せることにより，土地改革に歪る過設的措置となしていた。だが，この

決議の付則第七項試 f樋き手の報酬を定めた村のプリグヴォーノけま全て

されるJと述べ， 郷村共間体の自主的な動きに対技し， r労働者と
との協定による市場髄格」が慾められるとしていたので、追うる。ま

たタムぶフ集農民大会 (5月2113 24日〉の決議法 r永久に私的土

地所有な癒し，あらゆる土地を性，民経，信条，身分による差到なし

白からの労識で土地を耕すことができる全ロシアの市民へ共有の財産と

して移譲し，土地をあらゆる税，試緩から解放するJと土地改革の基本

しつつも，綴村での幾民騒擾の進展に抑止的に対応

わ~，大会へ護出されたいくつかの鍔の「非常に急進的なナカース

;土地と資産の即刻の没収j という要求に対して， τどのような襲撃手な

占拠もポグロムも許されないとJ警告し，土地問題の最終的解決を憲法

で延期し，戦時下での穀物増産と
(2) 

えていたのである。その他の諸県，擦の農民大会で採択された決議も，

郷村共肉体で進展する農民騒設に対抗しつつ，中央設野が一連の土地改

革へ向けた緊急議童をとることをと求め，

隈を移譲することにより，戦時下での嬬穏拡大と穀物増産へ農民を方舟

づけるという基本的枠内での品ュプンス

だが，いくつかの県では，系・都農民大会決定のこの枠構造を麓捜支

で緊張'd.1会，被持する急進的な過渡釣露錯鐙が決定された3 サマ…ラ県

では，3Yl17おにサマーラ郡農発代議員大会が閣かれ，戦争の勝利までの

遂行と臨時政府への全幅の信任が表現さされ，農業問題に関しては，土地は

no 
マー
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勤労者に鑓し，土地所有形態は憲法錆u定機会が定め，器地料は戦設の四

の…以下に下げられるとした議が作成された。 3月25日から29日まで

開かれた第一回サマ削除ラ県農民大会は，品ス・ 3応 fレを先頭とす021名か

ら成る農畏ソヴ品ト執日委員会を議室出し，県人民繋員会に参加すること

によって地方権力の構成を担い，特・郷の農民騒艇に対抗しつつ，土地問

る決議を採択した。この決議捻詩文で，私的土地所有の廃止と

土地の勤労人民への移譲，土地に対する権利の勤労者のみへの認可を離

いつつ，その実環会最終的?こは，議長法制定議会での立法的手続きを経て

達成されると述べ，ぞれまでの「過諜的諮諮壁Jを規定していた。この

は， ft.憲法鱗定議会までの土地科用臨時規則(一般規

12.播種地誌大J，13.草地および家議遠込地J，14.土地韻争の

解決J，15.土地整理作業J，r農業労働力Jの項目から成り， ス子ル'イ
ピン持参数による共同体破壊な停止させ，措地関係の規制を通して，地主

しい鋭謀者ピ加え(戦前器地料の間分のー)， 草地-

i患込地，森林などの共同体的揺益地に対する農民の伝統治権利を奪還し

保障するものであり，地主的土地所有を中心とする

るものであった。続いて再燥で、隣かれたブグ Pマ審~農

民大会，ノずォウゼγスク都農民大会も県農民大会のこ土地調題に関する

とi潟じ性格の決議長た採択した。

ソグェト大会が4月9Etこ，
。
4町、、

れるべき農民袈求に障する決議室r採択し， I現時にエス・ニLノレ指

導部のー郊の反対をおして，憲法制定議会羽集までのこと港開題解決へ肉

けての際持梼援に認する決議セ採択した。この譲時措震に関ずる決議は，

接地料と普!動報離の規制，米播種地主地および共間体的用主主地〈霊祭林，

草苅場，放牧地，水館場，家議追込地など〉に対する広範な思議・説?訴

の権限を部委員会へ与えるちのであった。

中心とする広範な勤労人民諾階躍を代表して と呼ばれ，

中央に成立した連立政時へ条件付き支持を表明するとともに 5月15臼

る決議さと採択した。この決議は第一四県大会のそれを

除 17
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内容的に一層おし進めたもので，全ての私有地，農具・役畜が郷委員会

によって記帳され，農民へ分配され，借地料が一切徴収されず，放牧地・

草刈場が農民の用益に委ねられる点において，私的土地所有の事実上

の廃絶を意味していた。

カザン県では，第一回県農民大会がエス・エル左派の主導の下に聞か

れ 5月13日のカザン県農民ソヴェト総会は， I全ての土地の郷委員会

への移管および土地利用規則に関する決定」を採択した。この決定は第

四項で，農民による土地分割ではなく，その利用のみを認めるという制

限を付していたが，地主地をはじめとする全ての畑地，草地，地主の全

ての農具・役畜・生産施設を郷委員会へ移管するとし，郷委員会は18才

以上の両性の参加する村スホートで採択されたプリガヴオール持参者か

ら成る郷大会で形成される，としていた。第一回カザγ県農民大会は，

労兵ソヴェトとともに， I革新された」臨時政府， 即ち， 中央で成立し

た協調体制へ支持を表明しつつ，土地問題に関する決定では，メ γシェ

ヴィキー，右派エス・エルを排して，憲法制定議会召集前に，村・郷ス

ホートに依拠する郷委員会へ，事実上，土地を移譲する決定をなしたの

であるO

以上をまとめると， 3 -5月期の県・郡の農民大会は臨時政府とその

戦争遂行を支持しつつ，中央で成立した連立政府を受容し，土地問題に

関しては，いずれも次のような内容の決議を行っていた。(1)土地問題

は，憲法制定議会で合法的手続きを経て解決される， (IT)それまでの過

渡的措置として，政府へ一連の農業政策を要求し， (II[)郷委員会へ土地

関係調整・規制のため広範な権限を委譲する。しかし(W)郷村レヴェル

で展開する農民騒授は抑止するO これら四つのテーゼは， (1)と(IT)，

(1)と (ill)，(ill)と(W)が相互に対抗し， (1)と(町)， (IT)と (ill)が相

補完しつつ，戦時下での「国家的利害」の名の下で，諸階級・諸階層の

利害調整の糖衣に包摂され，緊張した均衡を保っていた。しかし，サマ

ーラ県，ベンザ県，カザγ県の農民大会で採択された一連の「過渡的措

置」に関する決定は，テーゼ (ill)の方向への著しい傾斜・強化を示し，

- 18 -
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地主的土地所有を中核とする私的土地所有の事実上の廃絶を意味した。

これら急進的な「過渡的措置」は，一般農民代議員からの圧力と地方エ

ス・エルの急進化によってもたらされたが，協調体制そのものを打破す

る革命派の自立は，そこには認められず，農民大会指導部や地方当局に

右派エス・エル，メンシェヴィキーの協調派を留めるもので、あった。

5月4日から28日まで首都ペトログラードで、聞かれた全露農民大会

は，この 3-5月期の県・郡農民大会決議にみられる緊張した構成を反

映し，全ロシア的に確認するものであった。大会はエス・エノレの圧倒的

優越の下で進行し 5月初めに成立した中央の協調体制を完全に支持

し， r最も積極的な国家防衛」のために戦争を支持し 5月25日には農

業問題に関する決議を採択した。この決議は，全ての土地所有を無償で

廃止し，全人民の財産とし，勤労・均等用益に移行するとの土地革命の

原則を述べ，憲法制定議会によりこの原則が確認されるまでの土地利用

臨時規則を八項にわたって規定した。第一項では、 「困難な苦しい全世

界的戦争の年にあって，食糧危機の排除と全ロシア的な経済崩壊との成

功的な闘いの必要性は全ての私的およびグループ的利害が，最高の全人

民的かっ全国家的利害の前に従順たることを無条件に求めている」と，

この臨時土地利用規則の基調を噌「全国家的利害」の下での諸階級・諸

階層・諸グループの利害調整に求めた。そして，全ての土地，非生産的

経営の農機具・役畜，労働能力を有する全ての者が土地委員会の管轄下

に入札農作物の取入れ，保蔵，借地料と労働報酬の規制が，現場の土

地委員会に委ねられ，土地の売買・贈与・抵当化が厳禁された。地方の

土地委員会には， r広範な発議と自主性」が認められたが， 土地改革事

業を「内註と違法行為により困難にし，紛糾させる恐れのある事後承認

的な占拠行為」には， r国家的利害」の名で警告が発せられていたコ

大会で採択された農業問題に関する決議は， 3 -5月期の中央農業地

帯，泊ヴォルガ地帯の県・郡農民大会の決議を継承・反映して，協調体

制下の農業政策=土地問題解決方向の矛盾を苧んでおり，農業問題にお

ける中央政府と地方の対立・緊張を一連の県・郡で引き起こし，村・郷

- 19 -
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の農民のスナヒーヤを促進させ，協調体制下での権力危機を構造的・重

層的に展開させていくことになるO

註
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E 詩語体制下の地方

協諜体翁成立後の政府の農業政業は，第一次臨時政府のそれきピ継承し

ていた。即ち，土地務惑の解決な護法務定議会に認さね，それまでは土地

関捺を基本的に現状維持し，戦時下での播穣拡大と食謹確保セ達成し，
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下からの土地関係の変更をもたらす農民騒擾に割正的に対応するもので

あったさ協調体鋭は 5Jl なとりつ

け，安定したかにみえたが，じいうた農業地警と?日ヴォノレガ地帯における 5

-7月鍛の感・郡i議員大会は，中央政，符と地方との関で緊張した乳繰を

伴う地方権力の危機と自立イヒを生み加した。

シムピノレスグ県℃は 5月15-17日のシムビノレスタ都農民大会が，地

に大きな 県・郡コミッサーノけま， [""住民の平穏な保持

るためにJ，中央へ繋懇の指令まと求めた。

6Jl1E1に，蔀農民大会が違法であると

ブノレシチ設ーブは

コミッサーノレ段 6Jl

5自に郡コミ yサー/レに，あらゆる占拠行為の違訣設を指撰してその盟

止を求めた。つづいて14日には県執行委員会があらゆる土地占拠会厳禁

ずる決定をど出した。しかし，村・締次元では，農民髄震は押し止め難く

進蔑していった。 トウーラ燥では 6月16日に農民ソヴェト

がや央土地委員会作成の「憲法制定議会弼集以前における全農業用地剥

煎草案jを，その成立をま ょっ されると決定

し，問時に， F9;f8 9グォーフの農民護送擾阻止の鐙起に不思慈を表現し

た:この決定比地京擦の激しい抗議を呼びおこし，中央政援からは違

法であり，執行されるべきでないと鴻告され，若葉桔チ広ノレノーブから辻

ミッサ…ノレへ，この決定の実施を題iとするように打撃された。しか

L， 6・16決定はヴェネブ ソヴェト

さn，トウ…ラ よっても裁可され，

県コミッサーんの C‘P.ズA ーピγ 〈メンシェグィキー〉は，それらの

ポストからの辞意を表明するに至った。オ F認ーノレ!棋では， 6 Jl15日に

の地主地をただちに郷婆員会の管轄下へ移す

と決定した。 6・15決意は県下の一連の郡土地議員会に受け入れられ，

郷土地委員会はこの決定に依り土地占拠を行いはじめた。一郊の郡土地

きを抑止する決定をなしたが，提効力を欠い

ていた。このような憤配下で七月に累コミッサーノレの交替が行われ，新

任コミッサーノレは 7見27日付の内務省発報告だ，
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持

れるとし，その起臨を 6・15決定に帰?とともに，

静止する「実力」の不在を嘆かざる

5月初日に集人民評議会が，態法制定議会召集寸前に，土地売賢の禁止，土

地銀行とのあらゆる契約の破棄，借地料・労働報酬額の縫定に欝ずる広

める

6月21i3 1<こはドミト Pニヰブ務土地委員会が6月訪日に拭チ

ム郡人畏評議会が，語家法制定義議会をまたずに，全てのこら檎を土地委員会了

の管轄下へ移し，農誌に均等分割すると決定した。このような熱・需 γ

ヴェノレの決定は，地主j替の強い瓦発を揺くとともに，村・部の次ラとでは

より急進的に実捕され，地方の危機を主義成していった。リヤザン系で拭

くやる地方権力のj急援が王手くも 3-4月期に顕わになってい

た。ラーネンブノレグ轄の 3)ヲ25日の決定詰，郡コミッサーノレの.;x..ス..;x.. 

/レ，スーハレブら

い，郡:ゴミッサ

れたが，丹羽，農相，市会からの震対に会

明し， 3 Jl31 i3に決定は大娠に修まされ

しかし， 4月8-12阪に艶かれた県農民大会は，ボヲシェヴィ今ー

のc.立...:tt.レダーさと議長に議出し，r土地割患臨時規則Jを援択し，政府
の「点地科潟賂持規則」破棄の意向を排して，カデットのクチ瓜ネフに

代えて県コミッサールv:'::'エス・ニLルのバ…ヴロブを選出した。中央政府

は5月18日までタチェネフの罷免安認めず，このため約1ケ見詰，地方権

力の危機が進行し，この読も，村・郷次元での農主主騒援の進展と

の地方権力への反発のため，危機は克躍されず，

'/'ォローネシ，サラトフ，タムボツ，ニジぉゴロドの諸県では 5-

7月期に中央政府と厳しく対立する

な先頭とする しtましば，郡レヴェノL

郷委員会

村'郊の

し，これが地主層 生み，場方権力の危機は探

していた。だが，中央政府と地方との緊張関部が最も鋭fとした

のは，ベ サ吋ーラ フちず 、てであった。

ベソザ県では 5丹11-15日の第二関係農民大会が，連立政機の条件

付き支持と憲議制定議会羽集前の事実との地主的土地表有麗止令決定

- 23 -



北大文学部紀撃さ

し，爆の行政指導部には協調派社会主義者を選出し，中央から一定の自

立化を示したo 地方権力は愈機に瀕し，内低農栢へ指示を求めた:5〉農
相ラトニ応ノレノーブは 5月15日 と し，

早ス・ニむノレ右派指導部合呼び寄せて， し，設らの

これへの随意と引き 議時政続は察コミ?サーノレへの右派ユス・

ニヰノレのヅ品ドローグィッデの徒命を了承した。 6月9自には首相ヲヴォ

フが新缶県コミヅサーノレに 5・15決窓の笑施底止に甑乎たる

求めると打電した。ベンザへE追ったよ県品ス・品ノレ指導部q主，チェルノー

ブが派遣した農務省、の品ミ yサーノレ，アクセーりとともに5・15決定の

修互に取りかかった。 6Jj 20おに郡コミッサ{んと

の合同会議で最終的に承認された決定は，

み郷土地委員会の活動を許し，村・銀~次元での 5 ・ 15

抑止するものであったコこのように5・15決定によっ

地方権力の窪立化と危機は，来コニス・品!v;J:言導部の中央政府と

の

く

妥協によって協調体制の枠内に収束されるかにみえた。 しかし，地主

と村・郷次元で白津的に渓関する最良騒援は抑え難かった。

サペマーラ 5月20日から 6月6おまで第二田県農民大会が鵠かれ

た。大会へ提出された約200の農民ナカースは，大部分が郷委員会への

地主地の即刻の移譲を要求しており，協調派社会主義者はこれらの袈求

に反対し， らの抗議に立ろうが，王子のユス・ニC.)レ党員』土議民

大衆の要求に括った。このような清流のなかで，ユス・ニLノレ

こり:;:Jニス・ぷ・/レ((-qiやシマロスト》は，大会決議の基礎に農民ナカ

スを霞くことを提案したが， ((ミニスマリスト》はメ γ三/::r.ifィキーの支

持を得，憲法制定議会主で土地関係を現状維持し，

の操業問題に欝ずる決議を採択すること した

ぶ広ス・ニ弘ノレ《ミユマ!Jスト》に満足せず，大会では「憲法務j定議会まで

の土地利用臨時競制」が採択された。 r自からの労働によって耕されて
いない全ての土地jは土域委員会の管轄に入り，催地料法全産され，撹

郎への下違反と不履行Jは態戒されることになった。メンジ早グィキ…

一 24 -



開シア態民主義命の設界

の A.I1.カブツァン拭， i土地務用臨時規則Jに政舟の是認を求める提

案をしたが，大会多数試，i現場で:革命を創出している民主勢力にとって，

上からのどのような是認も必事きとしなしづとえ，大会議決定安政府に

るために伐表彰謙遺すると決定した。 又，大会は， 私有地の不

法占拠は許きれないという政府の回殺や，i土地利用臨時競部」の廃棄をど

る電文に従わないように池方へ打議すると決定したc大会で援択さ

れた「土地利煎臨時ー規JtUJは県執行委員会によって裁可され，サマーラ

とって義務的であると表現された。このような情況下で，大会

決定に従わない県コミ yサーノvH. B. :;tソルギ{ンがボイコットされ，

6月14臼にはC.A.ヴオールコブが県人員総力執行委員会で祭コミヅ

サーノレに選出されたっさらに，ぷコラヰιフスク郡で誌，郡農労共ソヴ

トが6月16日の[指令一号Jで， Elからを「都内における勤労農民およ

の手u益擁護の訟にある最高政治権力」と宣
し，政駒郡コミッサ…ノレの解任た決定するに韮っ芯

サ吋ーラ俸における県・郡レヴェんでのや央政府からの自交化は，中

央との関に， 6-7Jl欝に緊張した関係友生んだ。 6月20臼の通知で，致

舟辻第二i浅黒農民大会決定を違法とし，集コミッサーノレのコユス・

深，ヴォ日/レコアに幾民騒擾詩止のため断呼たる搭概宅三求めた。燃ユス・

2乙ノレ議導部は主主飛との関係調整のため首都の内務省，農務省令訪ずれ

た。系農民ソヴェトは再度， 7見3臼，臨時政府の「土地利用臨時

長む廃棄命令を斤け，農相チェノレノ{ブに「全県の明らかに表明された

人民の意忠」から離れないことを議待しつつ，現地は f土地利用臨時規

則jにのみ指導されると確認，決定した。これに対して，チェ Jレノ…フ

はブグセ…予言ピサマラへ派遣し，県農民ソヴz トと人

一四農民大会決定の藷止を求めたが，
(27) 

しなかった。

ンザカ 5月13日の県農民大会決定以降-，中央政府からの自立

5 Jl29 -30自に開かれたスバスク都農民大会は 5

克13臼の決定と金露幾民大会決定に依拠し，憲法翻定義議会苓集前に，地

主地をはじめ全ての土地を農民へ移譲すると決定し，その措援を，大会
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議長のポリシェヴィキー， r. c.ゴルヂェーエフと社会保安委員会に委

任した。カザン県およひ、スバスク郡の自立・急進化に対して，内務省、は

6月12日，県コミッサ{ルでエス・エルのB.A.チェルヌイショーフ

に，県農民大会決定とスバスク郡農民大会決定の違法性を通知し，県コ

ミッサーノレは郡コミッサールとともに農民大会決定の実施阻止に動き始

めた。しかし，これに対抗して県農民ソヴェトは，県・郡コミ yサール

のボイコット・改選に出た。 6月24日開催のスバスク郡農民大会は 5

月29-30日の決定の無条件実施を確認し，地主ゲルケンに代えて，左派

エス・エルの B.モーホフを郡コミ yサ{ルに選出・任命した。スバス

ク郡は，新任コミッサールと郡食糧委員会議長ゴルヂェーユフの下で，

急進的な土地改革へ向けて動き出した。ライシェフ郡でも左派エス・エ

ルの H.ストローガノフが郡コミッサールとなり，革命後三ヶ月間その

地位にあった B.H.ベリコーグィチは， 6月2日付の県コミ y サーノレ宛

報告で，全ての土地を食糧委員会の管轄下へ移す以外に農民騒擾を阻止

できないと，白からの進退をかけて進言していた。チェボクサルイ郡で

も，郡コミ yサールの T.プローホロフが職を追われたO

このような郡レヴェルで、の権力危機と自立化傾向のなかで，カザン県

農民ソヴェトは，中央の内務省，農務省，全露農民ソヴェト執行委員会

へ宛て 5・13決定実施の意図を表明した。即ち，県農民ソヴェトは 6

月15日の決定で 6月12日の内務省通達に対し 5・13決定を「人民の

意志」とみなし， 1上からの圧迫により人民の意志を軟化」させることへ

抵抗の意志を示し 7月には，カザン管区裁判所検事に宛て 5・13決定

を擁護しつつ「革命的人民の不文の法」を実施すると表明した。 カザン

県では，すでに二月革命以降，地方権力が慢性的危機の状態にあった

が， 5' 13決定をめぐり，県農民ソヴェトがその擁護と実施を表明し，

一連の郡コミ yサールの交替を引き起こしつつ，県・郡レヴェルの権力

危機と自立化が一層進んだのである。

以 tのように， 5 -7月期の中央農業地帯と泊ヴォルガ地帯の県・郡

農民大会は，憲法制定議会までの過渡的諸措置を決定し，土地改革の準
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畿と土地関保の規舗を選じて搭種地拡大・食緩増産を目 ものであっ

たが，村・鰯次元の農民騒畿を激化さ唱を，地主震の地方権力への反携を

招き，様々のテンぷと税度と様態において地方権力の危機を進展'd"!会

シムピノレスタ， トヮーラ，オ手法一lV，ク{ノレスク， 手ャザンの

燥では， ぐる中央政府との政策会ぢ調整に苦患しつウき地方

権力の窓惑は，県・郡レぢf }レで進行した。ヴォローネシ，サラトフ，

タムボブ，品ジェゴロドの諸県では，中央政府と対立する決定・措震は

とられず，県・郡レヴェノレでは，機カf主機は明瞭な発現をみなかった

が警村・郷次元での農民議蜜は滋牒し，地方権力の危機は基底的に

化・醸成されており， 1917年秋に鑓わになる。これに対して上認のベン

ザ\サマ…ラ，カザンの五!壊では，県・者[~vヴェノレで、の地方権力の危穣

は，協調体制下でのや央政府からの患立化傾向となって現れ，果・郡レ

グ思/レで「共和隆jが形成された。しかし，農村地帯におけるこ

の「共和盟」は， r農民の諮級的独裁」の萌芽的表現であっても，
担う革命主体の詫弱性の故に，中央政府と明確に対決し得るもので誌な

(S7) 

く，中央との妥協と協調により，それと共詳しえたコ

村・郷次元で自

と地方権力，

の複合的・

る農民際援，祭・郡レヴ且ノレで、の農民大

した関探，土地問題をめぐるこれら

・進展は，中央の議議体f部内にも王子爵と

さ 第一次瀦立内関で農業政策をめぐり， 品ノレノ

ーブは首相兼内相Yウ、ォ…フ，食糧報ベシェホーノフ， レグェ{

ノレゼフと対立し， A. C. ;:iミースト品コブ

明言ど招いた。第一次連立内閣と七月事件後の く7月8 24 

日〉でのチェルノーフ農政は，政府務内での札瞬ー対立を示すものでこ

そあれ，土地問題をめぐり地方で進行する危機の積極的紅解とはなりえ

なかったの協調体制下のこのような複合的・重;警部危機の築震的な接選

カは，諒村の共i均体枇界における り， は「スチヒ

ヤJとし ていた。

巧

4
9
白
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註

(1) 農相 A.I1.シンガリョーフは国会臨時委員会委員 C.I1.シドローフスキイ

へ宛てた 4月30日付書翰で，臨時政府の農政の基本を， 1"二重措置」と特徴づけ，

一方では農民騒療の抑止を， 他方では， 4月11日の播種地保全に関する政府決

定， 4月21日の土地委員会創設に関する決定に従いつつ，憲法制定議会の召集と

そこでの土地問題の解決までは，農民の土地需要に応えつつ地主との土地紛争を

法的手続きを経て解決すること，と説明していた。 <<ArrpeJlb>>，N2 274.この「二

重措置」は第一次連立内閣へも引き継がれるが，それが「二重」である限り，農

相チエノレノーフと他の閣僚との間での意見の対立は避けがたかった。
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(4) <<CHM6HPCK>>， NQ NQ 43， 45. 

( 5) <<OKT1I6pb B TyJle>>， C60PHHK ，l¥OKyMeHToB U MaTepua且OB0 60pb6e 

3a BJlaCTb COBeTOS B TyJle U ry6epHuH B 1917 ro且y，TyJla， 1957 [以下

<<TyJla>>と略記〕池田.

(6) TaM )Ke， NQ N2 70， 76， 77. 

(7) TaM )Ke. 6月25日に首相リヴォーフはヴェネフ郡コミッサーノレへ，地主地

占拠を阻止するよう打電していた。 CM.TaM )Ke， N2 65. 

( 8) <<Dopb6a Tpy且lIIl¥HXClIOpJlOBCKO員 ry6epHuu 3a yCTaHoBJleHHe CO-

BeTCKO員 BJlaCTHB 1917-1918 rr.人 C60pHUK瓦oKyMeHToB，OpeJl， 1957 

〔以下 <<OpeJl>>と略記J，地地 47，55. 
(9) <<KYPCK>>， NQ 39. 

(10) TaM )Ke.陣地 56，86， c. 473; <<3.口.>>， NQ 160. 

(11) <<KYPCK>>， NQ N2 48， 68. 

(12) B. 11. KOCTpHKHH， 3eMeJlbHble KOMHTeTbI B 1917 ro且y，M.， 1957， c. 

44-47.; <<KpacHbI白 apXHB>>，1926， T. XIV， c. 189-190. 

(13) <<Dopb6a 3a yCTaHOBJleHHe H yI1pO可eHuecOBeTcKoll BJlaCTH B P1I3a司

HCKO白 ry6epHHH(1917-1920 rr .)>>， P1I3aHb， 1957 [以下 <<P1I3aHb>>，と略記J.
NQ N2 22， 23， 40， rrpHM. 12; <<AI1peJlb>>， NQ 575; B. 11. KOCTpHKHH， yKa3. 

CO可.， c. 47-51. 

(14) <<Dopb6a 3a cOBeTcKylO BJlaCTb B BOpOHe)KCKOll ry6epHHH 1917-1918 

rr.>>， C60PHHK且oKyMeHToBH MaTepHaJlOB， 1957， BOpOHe)K [以下 <<Bopo幽

He)K>>と略記J， NQ 79; <<1917 ro且 B CapaToBcKo員 ry6epHHH>>，C60PHHK 
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瓦oKyMeHToB (ゆeBpaJIb 1917ー且eKa6pb 1918 rr .)， CapaToB， 1957 (以下

<<CapaTOB>>と略記J. M NQ 61， 64， 72， 79， 80， 81; <<EoPb6a pa60刊 X H 

KpeCTb5lH no且 pyKOBO且CTBOM60JIbllleBHCTcKOii napTHH 3a YCTaHOBJIe-

HHe H ynpo可eHHecOBeTcKoii B~aCTH B TaM6oBcKO白 ry6epHHH (1917-

1918 ro且bI)>>，e60pHHK且oKyMeHToB，TaM6oB， 1957 (以下 <<TaM6oB>>と略

記〕陣地 10，12-14; <<HHlKeropo且>>， NQ NQ 164， 166， 167， 169， 171. 

(15) 県大会で県コミッサーノレ !Jーグシェフ公と同補佐ゲーノレマンに代って φ.

φ.フェドローヴィッチとアジャーニンが，県執行委員会ピユロ一議長には H.
C.スチェパーノフが，県ゼムストヴォ議長にはボノレドーフが選出された。フェド

ロヴィッチ，スチェパーノフ，ボノレドーフは全て連立政府完全支持の右派エス・

エノレとメンシェヴィキーであり 5月25日にクーグシェフが辞任するまで，

県地方権力の交替をめぐり， 中央政府との間で「交渉」が続いたのである o

<<fleH3a>>， NQ 37; <<Maii-HIOHb>>， npHM. 55， c. 593; A. C. CMHpHOB， Kpe-
CTb5lHCKHe Cヲbe3且bI fleH3eHcKo員 ry6εpHlm B 1917 ro.n:y， <<l1CTOpH5I 

CCCP>>， 1967， NQ 3， c. 22~23. 

(16) <<Ma員-HIOHb>>，npHM. 55， c. 593; A. C. CMHpHOB， KpeCTb5lHCKe 

C'be3且bI・.....， c. 25. 

(17) <<Maii-li旧Hb>>，npHM. 55， c. 593; <<日eH3a>>，NQ 43. 

(18) A. C. CMHpHOB， KpeCTbHHCKHe Cもe3且bI……， c. 26. 

(19) モクシャン郡，ケレンスタ郡では， 農民騒擾が一層進展した。モクシャン郡

では，すでに 5月9日に郡執行委員会が全ての耕されていない地主地，修道院地

を郷食渥委委員会の管事害下に移すと決定して以来，郡コミッサーノレのボリ、ンェヴ

ィキ-11. M.オフロープコフの下で，急速に中央政府からの自立化がみられた。

P. K. BaJIeeB， KpH3HC MeCTHblX opraHoIl BpeMeHHoro npaBHTeJIbCTBa 

JIeTOM H oeeHblO 1917 ro.n:a (口o MaTepHaJIaM flOBOJI)Kb5l)， c6. CTaTe首

<<UKT5I6pb B flOBOJl)Kbe H flpHypaJIbe>>， 1972， Ka3aHb， c. 122-3. 県コミッ

サーノレは7月4日に内相へ宛て，土地占拠阻止の試みは「しばしば良い結果をも

たらしていない」と確認せざるを得なかったのである。 A.C. CMHpHOB， Kpe-

CTb5lHCKHe C'be3且bI...，c. 27; <<口eH3a>>，M 40; <<K.且.>>， c. 51; 97; <<Ma誼-

HIOHb>>， NQ 395， nHM. 147. 

(20) A. C. CMHpHOB， EOJlbllleBHKH H KpeCTb5lHCKHe…ー， c. 68. 

(21)且.C. To可eHbI首， EaHKpoTcTBO nOJIHTHKH 3cepoB flOBOJI)Kb51 B arpa-

pHOM Bontoce (MatT-oKT5I6pb 1917 r.)， <<l1CTOpHiI CCCP入 1969，NQ 4， 

c. 109-110. 

(22) <<CaMapω， NQ 37; 1"土地利用臨時規則」が大会へ提出されたさい，協調派

社会主義者は借地料支払いの項目を入れることを提議したが，農民代議員の憤激

にあい，徹田された。且.C. TO可eHbI首， yKa3. CTaTb5l， C. 109~110. 
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(23) TaM iKe， c. 110; ((CaMapa>>， NQ 39. 

(24) A. C. CMUpHOB， 60JIbllieBlIKlI 1I KpecTbllHcKlIe…， c. 69-70. 

(25) オソノレギーンは 6月30日に事実上， 職務をヴオーノレコフに譲るが， ヴオーノレ

コフが政府によって県コミッサーノレに是認・任命されるのは最終的には， 7月21

日である。 B.11. KOCTplIKlIH， 3eMeJIbHble KOMlITeTbI B 1917 rotly， M.， 

1975， c. 179-181. 

(26) ニコラヱフスク市の労兵ソヴェトではポリシエヴィキーが多数を制し，郡農

民ソヴエトではエス・エノレが指導権を握っていたが，労兵農統一ソヴヱトの形成

により， ポリシエヴィキーの B.11.エノレモーシチエンコを議長とする郡人民権

力執行委員会が創設され， 1"指令第一号」が出るに至った。 ((CaMapa>>，減 41，

rrplIM. 35. 

(27) 且.C. To可eHbIH，yKa3. CTaTbll， c. 110-112; ((CaMapa>>，地 45.

(28) ((Ma員-lIIOHb>>，N2 355. 

(29) ((TaTaplIjj)>， λ白地 238，239; ((PeBOJIIOUlIOHHoe 江BlIiK巴HlIeB POCClIlI 

B 1IIOJIe 1917 r.人1IIOJIbCKlI員 Kp1I31IC.且oKyMeHTbI1I MaTeplIaJIbI， M.， 1959 

〔以下((I1IOJIb>>と略記]， NQ 423. 

(30) ((TaTaplIll>>， N2 249， NQ 253. 

(31) ((PeBOJIIOUlIOHHall 6oPb6a KpecTbllH Ka3aHcKoH ry6epHlIlI HaKaHyHe 

OKT1l6pll>>， C60PHlIK且oKyMeHToB，Ka3aHb， 1958 C以下 ((Ka3aHb>>とE自己]， 
N2 134. 

(32) チェボクサノレイ郡の権力危機はカザン県全体に『チェボクサノレイ事件』とし

て知られていた。この事件の背景には，都市のロシア人住民とチュヴァシの民族

的軌擦とともに，農業問題をめぐるチェボクサノレイ労兵ソヴエトの中央政府から

の自立化があった。 <<OKT1l6pbCKallPeBOJIぬUlIll1I yCTaHOBJIelIe COBeTCKO負

BJIaCTlI B 4yBalli目的， C60PHlIK tlOKyMeHToB， 4e6oKcapbI， 1957 C以下

((4YBallilIjj)>，と略記]， NQ NQ 45， 47， 53 ; ((KpaCHbI詰 apXlIB>>，1936， T. 78 

(N2 5)， c. 94. 

(33) ((TaTaplIjj)>; NQ λfQ 242， 269. 

(34) ((KpaCHbIH apxlIB>>， 1936， T. 78 (ぬ 5)，c. 90， 94. 

(35) 1917年 6-7月には地主・貴族を中心に， 中小の農民土地所有者を糾合して

各地に土地所有者同盟が急速に組識され，協調体制jと地方当局への批判を強め，

積極的な農民騒擾弾圧策を要求した。 O.4aatlaeBa， COlO3 3eMeJIbHbIX co-

6CTBeHHlIKOB B 1917 rO且y，((KpaCHbI員apXlIB>>，1927， T. 21， c. 97， 110ー112，

119. 地主層の地方権力からの離反と反援が，地方権力の危機を一層深化させて

し、fこ。

(36) I農民独裁」論はレーニンの著作に依拠して，スミノレノー 7， コストリーキン

らが主張している。 B.11， JIeHlIH， ITCC， 5-oe 1I3瓦.T. 31， c. 378， T. 32， c. 
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173-4; A. C. CMUpHOB， KpecTbHHcKue Cもe3且bIDeH3eHcKo畳一・， c. 18， 30 

-31; Ero )Ke， KpecTbHHcKHe C'b巴3且bIB 1917 ro且y，M.， 1979， c. 112; B. 

11. KOCTpHKHH， KpecTbHHcKoe江BHlKeHHeHaKaHyHe OKTH6pH， c6. CT. 

<<OKTH6pb U COBeTCKoe KpecTbHHcTBO>>， M.， 1977， c. 19-20. 

(37) ベンザ県のエス・エノレ急進派は独自の分派を形成しておらず，サマーラ県の

エス・エノレ《マキシマリスト》もエス・エノレの多数を結集しておらず， <(ミニマリ

スト》に対抗して内部で指導権を握るに至っていない。カザン県では，三月末に

エス・エノレ《青年委員会》がエス・エノレ《老年委員会》に対抗して形成され，農民

大会ではエス・エノレ左派のコレガーエフの指導で主導権をとるが， ['革新された」

臨時政府を支持L，協調体制を受容している。 5-7月期に地方のエヌ・エノレ左

派は一般農民代議員の圧力と村・郷での農民騒援に促迫されてのみ， I農民独裁」

の担い手たりえた。 A.C. CMHpHOB， 50JIbIIIeBHKH H KpecTbHHcKHe..…， 

c. 70-71;且.C. To可eH副首， yKa3. CTaTbH， c. 113; M. 11. CTHIIIeB H 且.
C. To可eHbI員， PacrroA 9cepo-MeHb回 eBHCTCKHXrrapTH誼HbIX oraHH3aL¥目白

B DOBOJI)Kbe， <<BorrpocbI HCTOpHH>>， 1973， N2 8， c. 18-19. 

(38) <<3.口.>>，地 128，rrpHM. N2 1282， N2 NQ 126， 127， 140， rrpHM. NQ 12711; 

B. D. CeM巴HOB-T HHb-ll1aHcKH誼， r JIaBHbIH 3eMeJIbHbI員 KOMHTeT，<<ApXHB 
pyCCKO白 peBOJIIOl¥UH>>， 1923， T. XII， c. 292; <<凶3BeCTHH>>，ぬ 75，26 MaH 

1917 r.， c. 5; <<Pe可b>>地 177，30 HIOJIH 1917 r. [R. P. Browder and A. 

F. Kerensky， selected and edited， The Russian Provisional Government 

1917. Documents， vol. II， Stanford， 1961， no. 491J 

(39) I残部内閣」においても，農相チエノレノーフと内相ツエレチェリ，食糧相ベシ

エホーノフの対立がみられた。 <<11IOJIb>>，NQ NQ 244， 250， 252; <<113BecTHH>)， 

NQ 125， 23 HIOJIH 1917 r.， c. 8. 

N 農民の「スチヒーヤ」

村・郷の世界において農民のスチヒーヤ発現の契機となったのは，首

都をはじめとする都市の 2-3月の変革と「自由の到来」であった。農

民は「自由」の意識のもとで、，村・郷の世界から非共同体的人物の追放・

排除を進めた。初期の郷委員会へは種々雑多な農村居住者が選出された

が， 3 -5月期の改選を通じて，インテリゲンツィアを避け，地主，フー

トル農，オートルプ農，司祭などを排除し，専ら共同体農民から構成さ

れるようになった。郷委員会は公的機関というよりも，スホートに似て

おり，村・郷のスホートに依拠してはじめて存立しえた。村・郷スホー
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トは，銘密投票と多数決露環が支寵する「民主的Jな場ではなく， r喉j
((r JIOTKa)) と r~.致j ((e)¥HHOr JIaCHゅのき芝記する共同体意志の表現の

場でもあった。県・郡の朝日市的地方行政から自立的で，p長‘郡レヴ芯ノレの

農民大会とも兵営な，専ら無党派の文留農民が結集する，直接的・日

的なオーラノレな農民の革命世界抗ここに誌幸子在した。

共搾{本にあって，藤氏は外からの情報に非常に敏感であった。農民代

XO)¥OKの頻繁な往来， -設定兵，出稼ぎ、農民の村への出現，

都市労{勤者や水兵・兵士のi農村での主主詰・溺動，兵士の故郷への使りや

各種印刷物の幾村への流入によって，農民は共同体の外から常毅を食欲

に吸収した。しかし，設らは伝統的に織法・蓄積してき

らしてこれを解釈し痘し，新たに錬成しつつ，

く。 中央，県・郡レヴェノレの種々の農業問題に関する

関してい

も，農民によ

り解釈し植され， 1iまちにより，ラジカルに突識されてし、くことになる 2

村・郷の共同体世界は 4-7月期に，中央や地方での協調体制の成立

してら臨時政府民から岳立して独自の世界を形成していた。

村・郷スホ…トに結集し，その決定に従ぃ，欝(土地〉委員会主ピ先頭に行

動し， IB来の鰐裁判は改変され，民警は無力化し，政府の行政・

法機関から自立的な註界が形成された。しばしば，この村・郷の世界の

自立化は， r共和国Jの出壌と指摘されていたコまた，農民がプリググオ

ールなどの中で表現した「自治Jの思想は，変革携における伝統的な要

求であったが，幾民が村・郷スホートで自から

ていく際の，共同体農毘にとって不可欠の見主主義の表現であったO

民はこの時期に，告からを f市民j，r自由な市民」と意識し， r 13出J
(8) 

を感得しつつ， r人民の法J，r人員の意、志jの名の下にrr勤したの 村‘
郷共均体の世界における「問、治Jr自由j-r市民jr人民の法」などの

社会的流通語に表現されている変革離農誌の民主主義は，大衆的な藍接

約な村・簿スホ{トを場とし，共同体で援史的に継承されてきた社会価値

観・憎悪に依拠し，社会正義と平等の甚接的な実現の志向てど意味してい

それは，代議制に依る近代民主主義援構とは異質で対抗的な運動で
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あっ

このような岳立的な共同体役界で，幾民は外からの情報に郭激されつ

ザコ， と結びついた農作業リズムに促追されつつ， の形態

していっ 農民騒護ーの主要形態は，土地占拠， 地代

引下げ，農作業報酬ヲ 共間体的用設地の擁護・奪選であったが，

これらの騒援は， き東畑の耕j去・ 草刈り・ くり，夏畑・

冬鰐の取入れ作業，母子婿用休閑地の耕艇， 家畜の共同放牧などの三罷鋭

し 土地占拠では， F 

ズムと して， 体器地多 卒地， の共肉体的用益地

~I 農作業関雇い毅義務額の動向〈中央幾室長上恵子長とおヴォノレフザ地帯
ぬ02/4~1917年〉

長i
諜I)レ一一中央農業地帯のが鴻犬開港い報隣
自~~， --…一沿ヴォルガ地幣 •• 
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。

うに===)1917王手3~7月期の成年燥大日

〆4時『、/ 、
.. c.ee、

"1 

f 宙望余号事， ， 

~~..，. 、 J、 J

、-'.. 
. 

1905 1906 1907 1908 19的 19101911 1912 1号131914 1915 1ヲ161告白壬手段

災拠 H.r. )l.po3且OB，3apa6oTH誌寛 I1Jl註T設 CeJlbCKOXOS克義むす忠告HHblX
pa60弓沼XAO li百OCJl告。五T克op耳， J1.， 1930， c. 12-13: 1917年の幾民要求は
(xの史料からとったo {<9.日.>>弓.III，地N2206， 229， 278; {<Al1peJlb>>泌総
577， 646; <<K. )l..>> c. 16， 46， 47， 83， 84， 141; <<C. K.>>，可.II， .i'晶 453;
((PllS閥抗 N222;軍Kypc五人陣地 37，77， 97; <<BoponeiK>>， M 80. 
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が次々と占拠の対象となった。地主地の借地料引下げ，借地形態変更，

地主農場での農作業報酬額の引上げを中心とする闘争も 4-7月期の農

作業リズムに結びついて広範に闘われた。 このような地主地の一部占

拠，図1， IIにみられるような農民の低地代 (2-6ループリ/デシャ

チナを中心に19ノレーブリ以下)，高労働報酬(農夫日雇い報酬4-8ルー

プリ〉の要求は，村・郷スホートとそれに依拠する郷委員会によって決

定実施され，地主的土地所有に大きな脅威を与えるものであった。同時

に農民は種々の共同体用益地の擁護・奪還のため執拘に闘っているO 共

図E 借地料の変化(中央農業地帯と治ヴォルガ地帯 1887 /8~1917年〕

ルーブ'}
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典拠:A. M. AHφHMOB， PoccHiicKaH瓦epe6HHB ro且bInepBo誼MHpOBO註
BO誼HbI(1914-φeBpaJJb 1917 r.)， M.， 1962， c. 154; ero )j{e， 3eMeJJbHaH 
peHTa B POCCHH B HaqaJJe XX BeKa， M.， 1961， c. 164. 
1917年の農民の借地料要求額は次の史料からとった。 <<AnpeJJb))NQ NQ 593， 
657; <<I1IOJJb)) NQ 497; <<KasaHb)) NQ NQ 166，180; <<PHsaHb)) M NQ 22， 25; 
<<KYPCK))陣地 46，48; <<CHM6HPCK)) M 34; <<口eHSa))NQ 55; <<BopoHe)j{)) 
NQ 80; <<CaMapa))抽出 <<OpeJJ))地 18;<<HH)KerOpO瓦))M 167; <<3. rr.))， 
"1. III.ぬ 278;<<K.且.)) c. 46， 91， 154. 
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同体的用益地は三園制下の農民経営には，家畜の飼料・放牧・移動に不

可欠であり，農民生活に，薪・建材を供給し，野高，きのこ，魚などの

食物の補給の場でもあった。草地，草刈場，家畜通路，水飼場，森など

で騒擾が起こり，家畜踏害と盗伐などの森林騒擾は，農民騒擾全体のな

かで大きな割合を占めていた。

このように村・郷次元で，農作業リズムに促追さわして絶えず、進展する

農民騒援を通して，農民の志向する土地制度が鮮明に現れてきた。それ

は，郷の上級土地管理権，村田の下級土地管理権，個々の農民経営の実

質的土地用益権を内実とする共同体的土地所有であり，三園制農法の厳

格な実施と結びついていた。農民が多くの要求，決定において私的土地

所有を否定し， r全人民の財産」とし， あるいは「国家的所有」を主張
するとき，その内実は郷・村の共同体的土地所有の確立と国家権力によ

るその承認を意味していたといえる。三園制強化の志向は，地主の輪作・

牧草栽培の侵害と禁止，ブートル農やオートノレプ農への三国制共同体

への復帰強要，三園制下の開放耕地制の実現をめざす家畜踏害などに明

瞭に示された。農民土地銀行ジムピルスク支部は5月6日付の報告書の

なかで， r県内の殆んど到る所で， 村団が銀行債務者のもとから，彼ら

の完全な所有物件であるオートルプ及びフートル地片を占拠し，不動産

権利証書を奪っておりJ，農民によって占拠された土地は共同体構成員

の間で分割され，多くの場合に，三園制下の耕作強制に従って同一作物

が播種されたと指摘している。農民は，共同体の内外から共同体秩序に

脅威を与えてきた地主，商人，借地農，フートル農，オートル農，共同

体内の富裕農を攻撃対象とした。農民騒擾の闘争主体は，地主の下で高

地代低労働報酬に苦しみ，ブート/レ農，オートルプ農などの非共同体的

農民土地所有に脅威を抱き，共同体的用益地の不足に苦しみ，三国制下

の共同体に依拠せざるを得ない圧倒的多数の共同体農民であり，しかも

多くは旧体制下の農村秩序に慣従し受容してきた老人層よりは，未成年

層と農婦層を従えた若年層で、あった。彼らは，三圃制下の共同体で継承

してきた協働的農作業と耕作強制にみられる共同体的行動力に助けら
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れ，農作業リズムに促迫されつつ，共同体における騒擾の原動力を創出

していたといえるO

農民騒擾のなかで，農民は彼らが共同体で伝統的に継承してきた社会

的敵意，価値観を提示した。農民は地主に対する伝統的な敵意とともに

新興のオートルプ農，フートル農への強い敵意も顕わにしている。また，

農民は，農村で、新たに流通し始めた「ブルジューイj 6yp)j{y負という

用語の中に，都市生活や都市工業の崩壊からくる生活難，農村における

都市的利害の擁護者，都市文化を吸収している農村の富総農，地方当局

や地主利害の擁護者などに対する反感・疎遠感をこめ，村・郷の共同体

世界の外にある，あるいは外から農村に持ち込まれた都市的な対象への

脅威一般を蔑視をこめ漠然と示していた。

農民はこのような社会的敵意を抱きつつ，白からの土地要求を提出し

ていた。農民は， 1土地は人の手により造られたものではなく，売り貢

いされてはならないj，1神の賜物」などと述べ，森や水域なども含め土

地の私的土地所有を否定し，土地の帰属をそこへ投下された労働によっ

て主張した。 6月9日に全村団の代表を集めて聞かれたヴェルフネ・ハ

ヴア郷(ヴォローネシ県〉の執行委員会が採択したプリガヴオール

は，全ての地主， 僧侶， 旧ロマーノフ王朝の土地没収を主張し， 1なぜ

なら，土地は我々農民大衆の血と骨肉によって獲得され，このことがる

らゆる不公正な土地所有を根絶し，我がロシア国家の全勤労人民に対す

る平等な土地分与に移行する争う余地のない公正な権利を与えている」

とし， 全ての土地が「国家的資産」となり， 1真正に個人的かっ勤労的

な共同体Jへ割り当てられることを要望した。土地帰属を労働に求める

農民のこのような勤労倫理は，地主，オートルプ農，ブートノレ農，富裕

農などの土地を占拠する際に，彼らに「自分の力j，1自分の労働」で耕

せる部分のみを残すという農民の通例の行動にも現れていた。また，

「自分の力j，1自分の労働」による土地帰属は，農民の土地用益における

「平等」の実現志向と不可分に結びついていた。共同体農民のこのよう

な勤労倫理に基づく土地帰属の主張は，歴史的であり，領主=農民関係
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に補強されていた。 ルスコ品・マスヨヤノ村(ベンザ際〉の村スホート

は， 4月6E1に採択したプジガヴオ Jレのなかで，農紋解放とともに潜

入らの予に渡った土地が「我が村の古老の語り鉱えによると，全く我が

村留に議しており，我々は全ての畑を播種し，苓地を刈取っていたj と

し，その土主患に対する共馬体の震史的権i原を主張していた。

により「交，祖父，祖先Jが援史的に耕してきた土地の

自から しつつ，白からが農奴とし

く地主〉の土地は，自からのものという 「我

々は旦那のものs だが， 土地は我々のものJ ((MhI -Bar併し昌 3記MJllI-

Hama>>というロシア農誌の髭建制下でのこと地確保をめざす対句的表現

は，農奴解放以捧，吉右句は後句を議事込づけ補強し， I日領主地の農畏への

嬬議会t示す醸史的権F民主c構成し，意味変換をきたしていた。

的価値観をなしていたのは勤労倫理であり，それは，農奴議以来，歴史

的に共時体で継滋されてきたものであり，密接に共同体の「平等J倫理

と結びつ~つつ，土地をはじめとする自然に対する

脅からの共肉体へ土地帰属を::l::躍する

た。この勤労倫理は，私的土地所有，

を内告するものであり，農村への資本主義的蕗品エ貨幣関係

~込まれつつ，それに抗してきた農民の生活倫理ωでもあっ

し，

をなし

の禁止

共母体の交担伝来の勤労倫漂に依り，封残念日以来の地主的土地所有と

村の資本主義義的諸関保を招し，土地をはじめとする自然に対する

体の援史的権額の復興と霞 むよるそ る。

このように村・懇の共同体没界で発識した農民のスチヒーヤは，その

f喜治jにおいて自立的であり，共同体で継承してきた社会意識におい

て自律的勺あるとともに，共同体の外に対しては待望的であった。

にとって， r自由叩060兵器jは外から到来し与えられた解放情況と
ついており，議長のブリガヴオールなどにみられる「待望の持J到来の

の共肉体の外にある権力への政治的期待と依存を示し

ていたn 農民が議からの解放の器註を外務に求めるという，共同体のも
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つ政語的幻想は1=1シ の解放思想に罷史的に内在しており，帝政

ロミノアにあっては， ツァ…リ

が1917年の春 M 夏には，欝持政府，
(28) 

られた共弱体の政治的幻想、

憲法制定議会へと舟けられて

いたのである。農民と，農民主ごま号i庄ずる地主・官吏，後らを制裁

を解放するツアーロという幾民の解放思想に伝統的な主主極構造の枠組

は，ツァヲーズム倒壊後も変容しつつ存続していたといえる。農民の政

治的犯想、は，共同体が地環的に笈いに分殺し，共肉体の域を謡える農民

代衰の会集が，数ヶ月に一度の終・郡レグェノレの農民大会でまろったとい

う技会的条件のみならず¥農民の階級意識が共時体に強く拘東され，

してしか表現されえなかったことによる。共得体は土地の

探史的機源をめぐり結互に孤立し，しばしば数対しつつ，夜地の共同体

世界では，地主やアートノレ農，オートノレプ農，イ誇地農令官護裕農に対して

攻勢的であり，移住農ベデ組所者農業労識者には排外的であり，

同体の外に対しては自衛的「自治Jに留まり，いわば「小宇宙J的世界

を形成していた。このような共同体の桓互分散性と自己関室長候が，

休農民の f待望の時」意、機と政治的幻想、を培養していたといえるO

1917年4-7月期の幾員癒接は，村・舞の共間体農民が，二見

の「自Eむの3意識の下で，共!可体で缶統的に継湾えしてき

たに錬成しつつ，農作業予ズムに保迫され，議立的，自律的に接関した

共肉体農毘のスチいーヤとなって発現した。この農民スチと…ヤを前に

して地主的土地所有に基獲をおく，麗役髄的農業構造，

ど)，欽露南京都の大藤経嘗，

非共!均体的な幾民小経営は崩壊の危識に寵 村・郷の共同体 itt界

での幾員スデヒーヤは，共間{;;ドの外に幻想、を捻きつつ， t吉報'l，i:吸収

しく譲成いしばしば，突発的な破壊・暴持を伴って現象し，県・都レ

ヴェノレ，*失設立守レヴ品ノレで協認体制下の権力危議室f重層的・複合的に

進化さ社る推議ブヨであった。だが，村・簿の共同体世界のスチヒ{ヤ

は，設からのやから悶:求権力を上向的に構築し，白からの解放の道をま経

ることはできず，共同体の世界で底流・絵読していたのであるO
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HeHHblil rrepHoA (1861-1914 rrふ<<I1CTOpHlICCCP>>， 1980， N2 4， C. 30， 

33; T. Shanin， The Awkward Class. Political Sociology of Peasantry in 

a Developing Society: Russia 1910-1925. Oxford， 1972， p. 157， p. 175. 

(17) 農民は農作業カレンダーに従い，一定期日までの農作業の遂行を地主などに

迫りつつ，行動を起こしていた。 <<KYPCK>>，N2 N2 47 ，55; <(K.且.>>， c. 82. 

(18) <<1917 rOA B 瓦epeBHe>>，C. 39， 80， 86; <<Ka3aHb>>， N2 N2 109， 218; (<3. 

日.>>可.III， N2 N2 165， 278. 

〈α19の) <<I13BecTHlI.…….日….日...~ふ〉

Be且OMOCTH>>，N地Q19回3，2叫4aB町r、ycげTa1ω91口7r. c. 1 (Browd巴r and Kerensk王y，
edι.， The Russian Pr叩，刀Ol由!IsionalGover門m幻m叩1eωnt1917， Stanford， 1961， vol. 

II， p. 6倒40J (<Mail-nぬb>>，N2 357; <<3. I1.>>，可.III. N2 278; ((C. K.>>可.II， 

c. 244; <<OpeJI)>， N2 232 ; <<可yBalllHlI>>， N2 83; Z.， K rr03HaHHIO rrpoHC田e-

江田ero，1918 -1919 rr. <<PyccKalI MHC~b>>， KH. IX -XII， (1923-4 rr.J， c. 

207; H. M. CH~aeBa ， yKa3. cTaTblI， c. 54. 

く20) <<CHM6HPCK>>， N2 38; <<TaTapHH>>， N2 236. 

(21) <<BopOHe)!(>>， N2 81. 

(22) イヴァシェフカ村(ニジェゴロド県〉では， 5月13日に採択されたプリガヴ

オーノレのなかで， 村民は購入地を持つ富裕農に対して， r自分自身の腕で耕しう
る」土地のみを残し，他は農民の問で分割すると決定していたo <<HH)!(erOpO且>>，

N2 161. その他多くの史料が「自己労働」を主張しているが， これは，伝統的

な農民の土地用益における「平等」実現の方法であった。 <<MapT>>，N2 648; 

<<Arrpe~b>> ， N2 N2 558， 562; <<C. K>>，可.1. c. 87; <<Ka3aHb>>， N2 N2 161， 165. 

他に「口数」による平等の実現もみられる。 CM.<(P1I3aHb>>， N2 38. r口数」によ
る土地用益平等の実現は， 19世紀後半以降その比重を増し，共同体における小農

民経営の生産(労働〉と消費のご側面からの「平等」実現は， 1917-18年の農民
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革命において， 対抗的に相補完し，農民経営の平準化をもたらした。 A.Ka-

yゆMaH，CeJIbCKa51 rrOSeMeJIbHa51 06ll¥lfHa B POCCIIH. ((3Hl.¥HKJIOrre江Hqe-

CKIIH CJIOBapb>>，日3江 PyccKoro BH6pHOrpaφH可eCKoro HHcTHTyTa 

fpaHaTa， T. 38， M，. 1938， cT6. 59-61. 

(23) (<ArrpeJIb>>， NQ 559. 

(24) (<MapT>>， NQ 650; <(ArrpeJI砂防 683;<(TaTapII5I>>， NQ 264; ((KaSaHb>>， NQ 

地 116，174; ((TaM6oB>>， N2 9; ((日eHsa>>，N2 44; Z.， K rrOSHaHlI1O . 

(<Pycca51 MbICJIb>>， 1923， KH. IV-V， c， 239-240. 

(25) 農奴解放期におけるこの意味変換は， すでに次の論文で指摘されている。

f. A. KaBTapa江se，K HCTOpHH KpeCTb5lHCKOrO caMOCOSHaHH5I rrepHo江a

pe中OpMbI1861 r，. <<BecTHHK JleHHHrpa江CKoroyHHBepcHTeTa>>， 1969， NQ 

14， c. 63. 

(26) <<ArrpeJIb>>，地 562;<<KasaHb>>， NQ 165; (<KYPCK>>， NQ 59. 

(27) 農民の「自由 CBo6o且a-BOJI5IJ意識には，常に外から与えられた解放の意識

が付着していた。しばしば，“ CBo6o且a"は農民に外から表明されたり，到来し

たものと意識され， “BOJI5I "は農民の伝統的用法では， シベリア移住を指した

り， 1861年の農奴解放も「自由 BOJI5I~こ放たれた」と表現されていた。 CM.

《凶ぬJIb>>，N2 405; (<BopoHeiK>>， NQ 81; <<日eHsa>>，NQ 44. 地方当局が二月革命

後の「自由 CBo6o且ajの中に， 農民が「横暴 CBOeBOJIHej を見い出さないよ

うに警戒したのも，農民の自由意識の外発性が内発性へ転化するのを恐れてのこ

とである。 <<HHiKeropo且>>， NQ 46. 農民の「自由j 意識に付着しているこのよ

うな外発性が，共同体農民の「我々の時j，I新しい幸福j，I待望された貴い時」

の到来観念と関連していた。 <<KasaHb>>，NQ NQ 194， 216. 

(28) ソ連歴/史学をはじめ，一般に民衆のツアーリ信仰は 1905年の血の日曜日事件

をもって終結した，とされてきた。だが，農民にとっては，第一次戸シア革命期

を通じてツアーリ信仰は変容しつつ存続したし，第一次大戦中にも，そのことは

確認できる。 1917年の二月革命以降，農民は「人民の法Jに依って行動していた

が，その際，臨時政府が農民にこの「法」を認可し，地主との闘争を援護してい

ると解釈していた。村・郷の共同体世界にあって，農民は臨時政府の農業政策を

掘り崩しつつも，意識的には政府を支持するという現象が広範に存在したのでる

る。 CM.I1. BepMeHHqeB， KpeCTb5lHCKOe ABHiKeHHe……， c.180-181， 183， 

rrpHM. 1; (<1917 ro且 B瓦epeBHe>>，c. 31. 

(29) 農民が白からを「人民」と呼ぶ際， I白からの最も近い村」を意味していたと

キノレサノフ郡の地主は邦摘していた。 (<KpaCHbIHapxHB>>， T. IV， 1926， c. 195. 

また，農民が提出した民主共和国の要求も，共同体の三年任期の村長に似せて，

「三年近づけば，もし良ければさらにやらせろ，だが良くなければ首を捉えろ」

と考えられることがあった。 <<Kpa
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(30) <<口eH3a>>，N2 44; <<TaTapllH>>， N2 232; <<KpaCHbI員 apXllB>>，T. XV， 1926， 

c. 46. 

(31) 1917年夏にすでに経済的崩壊のなかで， 郷村の共同体は郷領域の内外への農

産物，農具・役畜などの搬出，搬入を規制する傾向を示しており，商品流通にお

いても自衛的な小宇宙的な単位としての姿を現わしつつあった。 CM.<<Ka3aHb>>， 
NQ N2 126， 137， 161， 178. 

結びにかえて

1917年 4-7月期に村・郷次元で展開した農民騒擾は，農民のスチヒ

ーヤとなって現れ，県・郡レヴェル，中央政府レヴ zルで、重層的複合的に

権力危機を醸成した。協調体制下での農業問題をめぐって進展したこの

危機への対処は，七月事件以降，基本的には二つの方向でなされた。一

つは，総司令官 A.r.コノレユーロフによる戦時軍事独裁の企図であれ

戦線地域ですでに行われていた農民騒擾弾圧措置を全ロシヤ的に拡大し

ようとするものであった。しかし，これは失敗した。他方 8月から秋

播き冬畑の農業の始まりとともに農民のスチヒーヤは活性化し 9月8

日のタムボフ県コズロフ郡スウィチェフカ村事件をはじめとして，中央

農業地帯と沿ヴォルガ地帯で，農民スチヒーヤは爆発し農民蜂起となっ

て展開した。このスチヒーヤの爆発に直面して，地方エス・ユルを中心

とする県・郡指導部は，一連の地域でスチヒーヤのアナールヒヤへの転

化を恐れ，その予防措置として，全ての土地・森林を土地委員会の記帳

に委ねる決定をなした。このような地方での農民スチヒーヤの 9-10月

期の爆発とそれへの対応を通じての地方権力の一層の危機の深化に促追

されて，中央ではエス・エルの農相マースロフによる農業法案が審議さ

れていた。だが，マースロフ農業法案はその審議を通じて骨抜きにされ

遼巡している最中に，首都の労働者・兵士の武装蜂起によって葬り去ら

れたコ第二回全露労兵ソヴェト大会が10月26日に採択したレーニン起草

の「土地に関する布告」は，協調体制の下で醸成してきた農民スチヒー

ヤを革命の力として積極的に解き放つものであった。 1917年秋の，エス・
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エルとボリシェヴィキーの農民スチヒーヤへの対応の質的相違はまさ

に歴史の好策であった。 エス・エルの若き指導者 B.M.チェルノーフ

はタムボフ県への追放のなかで，農民のスチヒーヤに農民の社会主義へ

向う主体性を見い出し，それを党綱領に位置づけ，名実ともにエス・エ

ル党が農民の党であることを白負し， 白からは連立内閣にあって「農

村」大臣を自認していた。このチェルノーフが， 1917年の革命過程で，

地主の極端な硬化したマキシマリズムに対抗する農民の「憂欝な反マキ

シマリズム」が，ボリシェヴイズムの土壌を形成したと嘆き 9月8日

のスウィチェフカ村事件を「農村ボリシェヴイズム」の誕生を示すもの

と断罪するとき，エス・エル党が農民のスチヒーヤを前にして，そのア

ナールヒヤへの傾斜を恐れ，遼巡した姿が示されているのである。他

方，ボリシェヴィキーの指導者レーニンは，労働者の党として労働運動

における労働者のスチヒーヤ性に対して革命家の意識性を外部から注入

することの必要性を強調するのを一つの出発点としていた。だが，彼は

1917年の革命においては，農民のスチヒーヤをアナ{ルヒヤ，ポグロム

とみなすのを批判し，そこに革命を担う積極的な「創造性 TBOpl.J.eCTBoJ

をみようとした。近代ロシアにおいて，共に民衆のスチヒーヤ性と切り

結びつつ出発した二つの革命政党が，一方は農民スチヒーヤのアナール

ヒヤへの予防措置として，中央政府・土地委員会の審議過程で作成され

た法案を準備したのに対し，他方は全露農民大会へ提出された242の農

民ナカースーその多くは，村・郷のスホートで作成されていたーに依拠

し，スチヒーヤを革命の不可欠の推進力として容認し，その創造性への

転生を志向したのである。

ともあれ， 1918年春から農民のスチヒーヤは「総割替」となって発現

し，革命期に自己変革しつつ再生・強化された村・郷の共同体と農民の

スチヒーヤは， 20年代を通じてソヴェト政権の農業政策と対抗しつつ，

自立的に存続した。しかし，スターリン集団化の下で，共同体は廃止さ

れ，学校教育と成人教育を通じての農村での文盲一掃とともに，共同体

で伝統的に継承され錬成されてきた自律的な社会意識・文化は解体して
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いった::; 1930年代半ばには，スターリン体畿の確立とともに，農民の自

立的・自律的世界としての郷村共同体と，そこから絶えず現象してくる

農民のスチヒーヤ拭，その盤史的生命に終止符なうった。
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t支ならない。J(B‘11. J!ξHHH， ncc， 5-oc 113旦・ T.35， M.， 1969， c. 27) 
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“OvむrcomingIlliteracy. Public Education 泌 Russia，1880-1940". The 

Russian Review， 1942. voL II No. 1， pp. 87叩&
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